
昨日は夏祭りをみんなで楽しむことができました。盆踊りを踊り、御神輿を担いだら、社会福祉協

議会より廣木祐三子さんが来てくださり、『バルーンパフォーマンス』をしてくださいました。風船を

使って、ディズニーキャラクターを作ったり、飛び出る風船をみんなで拾ったりして、とても楽しむ

ことができました。その後は、かき氷（ひよこ組さんたちはパピコ）を食べ、ゲームをして楽しみま

した。夏祭りには、厄除けや疫病退散を願うという面もあります。ななかいこども園でも、元気に夏

祭りをして、夏を元気に過ごしたいと思います。

【肯定感を育むために】

自己肯定感は生まれてから長い時間をかけて、親や関わる大人、育った環境や様々な経験などで育ま

れます。とりわけ幼児期の親・周囲の大人との関わりが重要ですので、大切に思っている気持をしっか

り伝えてあげましょう。

※自己肯定感とは「自分は大切な存在だ」「自分はかけがえのない存在だ」と、子どもが思えることです。

愛情を伝えるコツ

子どもは心が満たせされ、安心します。

○声掛け（どうしたの、お話聞かせてね、上手にできたね、おいしいね。）

○ほほ笑み返し（目が合ったらわかるように笑い返しましょう）

○アイコンタクト（しっかり見つめ合い、アイコンタクトで答えましょう）

○スキンシップ（抱っこ、おんぶ、こちょこちょ、手遊び等）

子どもは叩いてはダメ？

☆お知らせ☆

三陽造園さんから、お花の鉢を頂きました。是非、ご自宅で育てて頂けたらと思います。

ご家庭の都合でご自宅で育てることができない場合は、お伝えください。園の方で、育てさせて頂きま

す。

にじいろだより
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たたかれると子どもたちは

○相手が自分の思う通りにならない時に叩いていいのだと思ってしまいます。

○体の大きい者は小さいものをたたいていいのだと思ってしまいます。

○自分をたたいた人を、怖がったり、嫌いになったりします。

○大人を怖がるようになります。


